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ベクトルの外積の確認
★ ベクトルの外積を用いて垂直なベクトルを導こう

問題 2 つのベクトル  1, 4, 1a  


，  2, 6, 1b   


の両方に垂直な単位ベクトルを求めよ。

求める単位ベクトルを  , ,p x y z


とする。 ,a p b p 
  

の条件より 0, 0a p b p   
  

また， p

は単位ベクトルであるから 1p 



これらを成分で表せば，次の連立方程式が得られる。
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①，②より， ,y z を x で表すと
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④を③に代入すれば
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これらを④に代入して，  
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よって，求める単位ベクトルは
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教科書の解答は右の

ようになっています。

これを空間ベクトル

の外積を用いて考えて

みましょう。

ベクトルの外積とは…

n


a


b




,a b
 

の外積を a b
 

と表します。a b n 
  

とすると，n

は ,a b

 
の両方に

垂直なベクトル，すなわち ,a b
 

で定まる平面の法線ベクトルを指すこ

とになります。

ちなみに外積の大きさ a b
 

は ,a b
 

のなす角を とすると

sina b n a b   
    

となり， ,a b
 

でできる平行四辺形の面積になります。
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追加！

同じ問題を外積を用

いて解くと右のように

なります。
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